Photooxidation of Water and Organic Compounds on Nanocrystalline TiO2 Film Electrodes Studied through Elucidation of Interfacial Electrical Junctions by シガ, アキラ & 志賀, 彰
Osaka University
Title
Photooxidation of Water and Organic Compounds on
Nanocrystalline TiO2 Film Electrodes Studied through



















第 1 394 4 号
平成 10 年 3 月 25 日
学位規則第 4 条第 1 項該当
基礎工学研究科化学系専攻
Photooxidation of Water and Organic Compounds on 
Nanocrystalline Ti02 Film Electrodes Studied through Elucidaｭ












まず第 l 章では，微粒子酸化チタンと基板の界面の電気的接合の性格を明らかにするために，金， 白金，導電性
Sn02 を基板に用い，基板の仕事関数の変化の影響を調べた。考えられうる 3 つの電気的接合(ショットキー型，拡
張ショットキー型，パーディーン型)をもとに実験結果を検討しパーディーン型の接合が主に形成されていると結
論した。
















特性を詳しく調べている。本論文の特長は， Ti02 微粒子薄膜と基板電極との間の電気的接合に注目し， この本性を
解明して， これを基礎に Ti02 微粒子薄膜電極の種々の特性を明らかにしている点にある O
まず第 l 章では， Ti02 微粒子薄膜と基板電極との間の電気的接合の本性の解明をめざして，基板の仕事関数の違





第 2 章では， Ti02 微粒子薄膜電極上での水やアルコールの光酸化反応に対する，溶液の pH，アルコールや溶存酸
素の有無， Ti02 薄膜の膜厚，照射光の波長，表面照射と裏面照射の違いなどの効果が系統的に調べられている。そ
して， これらの結果がすべて 1 章で明らかにされた「低いバリアのパーディーン型接合の形成」のモデルでよく説明
できることが示され， このモデ、ルの妥当性が明らかにされている o また，酸素を含むアルカリ性水溶液中で新しく光
カソード電流が観測されることが見出され，これは上のパーディーン型接合に加えて一部拡張 Schottky 型接合が混
じっていることによると説明されている。







以上のように，本論文は， Ti02 微粒子薄膜電極の特性を基本的な面から系統的に研究し， この型の電極の研究に
確固たる基礎を与えるとともに，多くの新しい事実を明らかにし，この方面の研究に大きなインパクトを与えている。
よって，本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認められた。
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